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平成 29 年度日本鉱物科学会応用鉱物科学賞第 11 回受賞者 

 

受賞者：森本 和也 会員 (産業技術総合研究所 地質調査総合センター) 

題目：「機能性層状複水酸化物の合成とその機能性材料への応用」 

 
層状複水酸化物(LDH)は、ブルーサイトと同構造の八面体水酸化物層と陰イオ

ン・層間水からなる陰イオン交換機能を有する物質である。陰イオン交換機能は、

水酸化物層を構成する二価金属イオンの一部を三価金属イオンが同形置換するた

めに層が正に帯電することにより生じる。天然において LDH が大量に産出するこ

とは稀であるが、金属イオンの組み合わせ、陰イオン種の違いにより様々な LDH

が知られている。特に Mg-Al 系 LDH のハイドロタルサイトは、古くから知られ、

数多くの研究が行われている。その応用例としては、汚染水などの環境汚染物質

の浄化において、リン酸イオンやフッ素などの吸着剤として、また医薬品としては胃酸を中和する制酸

剤として 1970 年代から利用されている。これ以外にも塩化ビニルやポリオレフィンの安定剤としての

プラスチック添加剤や、石油精製プロセスのスイートニング処理などの触媒としての利用など、さまざ

まな分野において利用されている。しかしながらその陰イオンの吸着形態・機構、インターカレーショ

ン能の鉱物科学的解明はいまだ不十分であり、LDH の機能性材料としての開発・応用の実現がなされて

いないのが現状である。 

上記背景の中、森本和也氏は LDH に関する生体関連物質の吸着特性と構造化学的研究、特に糖類と

各種リン化合物の吸着実験を行い、それらの吸着挙動の比較から、吸着物質の分子構造（分子の立体構

造や原子の結合状況）が吸着特性に強く作用していることを明らかにしている。また LDH に対する無

機陰イオンの吸着機構と吸着後の挙動に関する鉱物科学的研究、特にゼータ電位の測定、分光学的分析

等から吸着形態の解明を行った。さらには LDH を構成する水酸化物層の触媒能に注目し、構造金属元

素の組成・陰イオン種に対する触媒能依存性の検討による機能性無機層状水酸化物の合成とナノ材料と

しての機能性評価、陰イオンの吸着形態・機構の解明を進めた。さらに糖アルコールのインターカレー

ションに関する研究を行ってきた。 

中でも Zn-Al 系 LDH は、色素を吸着・インターカレーションすることによって、紫外線照射下で色

素の光分解反応を促進することを見出した。さらに、地球表層に豊富に存在し、かつ環境負荷が少なく、

溶解性も低い Fe を含有する LDH の新規創製を行った。その結果、多様な LDH の中で特に溶解度の低

い金属組み合わせである Zn-Fe(III)系 LDH の合成に成功し、その紫外光吸収性・触媒能の発現を見出し

た。また、環境中に普遍的に存在する金属の組み合わせから成る Mg-Fe(III)系 LDH の酸化還元特性につ

いても着目し、糖アルコールを用いて LDH 構造中の三価の Fe を還元することに成功し、六価クロムな

どの有害物質を還元・無害化する効果が期待できる新たな機能性を見出した。一方で、LDH の基本構造

となるブルーサイトに対し、溶媒を用いずに糖アルコールをブルーサイトの層間に導入する新たな方法

を開発し、有機-無機複合体を創製した。 

これら森本和也氏の研究成果は、環境浄化材料、触媒材料、ナノコンポジット、ドラッグデリバリー

システム等への応用へとつながる基礎研究技術として評価できる。 

以上より、一連の層状複水酸化物を用いた森本和也氏の新規機能性材料創製への応用鉱物学分野にお

ける研究業績より、日本鉱物科学会応用鉱物科学賞に推薦する。 
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